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都
農
業
会
議
は
10
月
18
日
に
東

京
都
農
林
水
産
部
と
の
意
見
交
換

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
側
か
ら
は
正
副
会

長
な
ら
び
に
理
事
・
監
事
の
農
業

委
員
会
長
ら
が
出
席
し
、
幅
広
く

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

都
の
施
策
に
関
し
て
は
、
都
市

地
域
で
営
農
す
る
酪
農
家
へ
の
支

援
や
、
販
路
確
保
を
求
め
る
農
業

後
継
者
に
対
す
る
支
援
、
エ
コ
農

産
物
認
証
農
家
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
農

家
へ
の
支
援
強
化
な
ど
を
求
め
る

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

島
し
ょ
地
域
に
つ
い
て
は
、
島

外
か
ら
の
新
規
就
農
者
を
確
保

し
、
育
成
す
る
取
組
へ
の
さ
ら
な

る
援
助
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
を
め
ぐ
る
課

題
と
し
て
、
植
木
生
産
農
家
の
売

上
不
振
や
、
ハ
ウ
ス
建
築
資
材
の

高
騰
、
水
田
を
維
持
す
る
苦
労
な
ど

　

都
農
業
会
議
は
10
月
28
日
に
農

業
委
員
会
会
長
研
究
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

に
て
開
き
大
阪
に
お
け
る
自
治
体

の
施
策
等
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
東
大
阪
市
の
田
中
康
太
氏

よ
り
、
消
費
者
の
想
い
を
生
産
者

に
届
け
る
「
フ
ァ
ー
ム
マ
イ
レ
ー

ジ
２
」
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
都
市
部
の
農
業
を
消
費
者

と
と
も
に
維
持
す
る
仕
組
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

が
出
席
者
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
農
林
水
産
部
の
山
田
則
人
農

林
水
産
部
長
は
「
精
一
杯
努
力
し

て
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。
農
地
貸
借
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
農
業
会
議
と
も
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
都
農
業
会
議
事
務
局

が
事
前
調
査
に
も
と
づ
い
て
、
東
大

阪
市
の
認
定
農
業
者
で
あ
る
川
浦

慎
太
郎
さ
ん
の
経
営
紹
介
と
、
東

大
阪
市
管
内
に
あ
る
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
大
阪
の
農
産
物
直
売
所
の
様
子

に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
農
村
問
題
に
関
す
る
研
究

者
で
あ
る
橋
本
卓
爾
氏
か
ら
は
、

50
年
に
わ
た
る
研
究
か
ら
見
え
て

き
た
都
市
農
業
の
大
切
な
価
値
に

つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

大
阪
府
の
独
自
の
制
度
で
あ
る
準

農
家
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

ま
し
た
。
区
市
町
村
、
農
業
委
員

会
、
農
業
団
体
の
代
表
者
な
ど
都

農
業
会
議
の
会
員
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

協
議
会
で
は
農
業
会
議
か
ら
令

和
４
年
度
の
事
業
・
予
算
の
構

想
に
つ
い
て
説
明
し
、
令
和
４
年

度
以
降
の
会
費
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
あ
わ
せ
て
理
解
を
求
め
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
令
和
３
年
度
下
半
期
の

農
業
委
員
会
・
農
業
会
議
提
携
活

動
と
し
て
、
引
き
続
き
特
定
生
産

緑
地
制
度
の
啓
発
や
担
い
手
支
援

に
農
業
委
員
会
等
と
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
最
後
に
は
全
国
農
業

新
聞
の
普
及
推
進
功
労
農
業
委
員

会
お
よ
び
第
27
回
農
業
委
員
会
だ

よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
農
業
委
員

会
へ
の
表
彰
状
授
与
式
を
行
い
ま

し
た
。　

　

都
農
業
会
議
は
11

月
17
日
、
ホ
テ
ル
エ

ミ
シ
ア
東
京
立
川
に

お
い
て
第
２
回
事
業

推
進
協
議
会
を
開
き

講演をする（左）橋本卓爾氏と（右）田中康太氏

第
２
回
事
業
推
進
協
議
会
を
開
催

都
農
業
会
議
か
ら
令
和
４
年
度
事
業
・
予
算
構
想
に
つ
い
て
説
明

東
大
阪
市
の
都
市
農
業
に
つ
い
て
研
究

認
定
農
業
者
な
ど
に
つ
い
て
の
取
組
を
紹
介

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会

都
市
地
域
で
営
農
す
る
酪
農
家
へ
の
支
援
や
販
路
確
保
・

農
業
後
継
者
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

都
農
林
水
産
部
と
意
見
交
換
会

あ　

ぜ　

み　

ち

　

”
農
が
創
造
す
る
新
し
い
都

市
の
魅
力

“
―
タ
イ
ト
ル
に
惹

か
れ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
演
会
を
覗
い
た
。

主
催
は
都
市
農
地
活
用
支
援
セ
ン

タ
ー
。
日
時
や
場
所
の
確
認
は
い

ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
の
産
物
だ
。
▼

手
前
勝
手
な
脚
色
を
お
許
し
頂
き

福
井
県
立
大
学
進
士
五
十
八
学

長
の
話
を
紹
介
し
た
い
。

―
―
▼
20
世
紀
に
は
農
村
を
都

市
化
し
た
が
、
21
世
紀
は
都
市

を
農
村
化
す
る
時
代
だ
。
持
続

可
能
な
都
市
に
必
要
な
の
は
、
そ

の
対
極
に
あ
る
「
農
」
と
の
共
生

で
あ
る
。
人
工
巨
大
超
高
層
過

密
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
住
民
を
救

い
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
人
間
の
健

康
・
豊
か
さ
・
幸
福
を
享
受
で

き
る
都
市
づ
く
り
で
あ
る
。
▼

キ
ー
ワ
ー
ド
は
多
様
性
と
共
生
。

「
農
」
は
元
来
、
多
面
性
・
多
様

性
に
富
む
。
日
本
の
自
然
（
二

次
自
然
）
は
、
農
業
生
態
系
で

で
き
て
い
る
。「
農
」
に
と
っ
て
、

水
、
土
、
日
光
、
微
生
物
か
ら

動
植
物
ま
で
の
生
き
物
を
含
む

自
然
と
の
共
生
は
必
須
。
加
え

て
、
環
境
や
産
業
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
伝
統
文
化
と
の
共
生
を

果
た
し
て
い
る
。
▼
デ
ィ
テ
ー
ル

に
拘
っ
て
弥
縫
策（
び
ぼ
う
さ
く
）

に
陥
る
こ
と
な
く
、
今
更
だ
が
、

人
間
の
た
め
の
都
市
の
あ
る
べ

き
姿
を
真
剣
に
考
え
る
時
で
あ

る
。
―
―

▼
弥
縫
策
＝
一
時
凌
ぎ
、
間
に
合

わ
せ
、
取
り
繕
い
…
。
ぐ
さ
り

と
く
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立
ち
つ

つ
、
虫
か
ら
鳥
、
魚
へ
。
開
い
た

目
で
意
識
を
も
っ
て
見
な
け
れ

ば
と
思
う
。

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
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木
２
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―
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Ｔ
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０
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―
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６

編
集
及
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第
７
回
常
設
審
議
委
員
会

　

10
月
18
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南
新

宿
ビ
ル
に
お
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

で
開
催
し
た
。

　

農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
基

づ
く
農
業
委
員
会
諮
問
１
件
と

農
地
法
第
18
条
の
規
程
に
基
づ

く
東
京
都
諮
問
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

　

農
地
転
用
許
可
（
９
月
）
の

状
況
に
つ
い
て
都
か
ら
、
農
地

中
間
管
理
権
の
取
得
と
農
地
利

用
配
分
計
画
の
決
定
及
び
使
用

収
益
権
の
設
定
（
10
月
）
の
状

況
に
つ
い
て
農
業
会
議
か
ら
報

告
し
た
。

　

令
和
４
年
度
農
業
会
議
事

業
・
予
算
の
構
想
な
ら
び
に
農

業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
要
領
に
つ
い
て
協
議

し
、そ
れ
ぞ
れ
了
承
、決
定
し
た
。

　

特
定
生
産
緑
地
の
指
定
な
ど

都
市
農
業
を
め
ぐ
る
状
況
な
ら

び
に
食
料
自
給
率
の
状
況
に
つ

い
て
情
勢
を
報
告
し
た
。

第
８
回
常
設
審
議
委
員
会

　

11
月
17
日
に
立
川
市
の
ホ
テ

ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
に
お
い

て
開
催
し
た
。

　

農
地
転
用
許
可
（
10
月
）
の

状
況
に
つ
い
て
都
か
ら
、
農
地

中
間
管
理
権
の
取
得
と
農
地
利

用
配
分
計
画
の
決
定
及
び
使
用

収
益
権
の
設
定
（
11
月
）
の
状

況
に
つ
い
て
農
業
会
議
か
ら
報

告
し
た
。

　

協
議
で
は
、
第
61
回
企
業
的

農
業
経
営
顕
彰
事
業
な
ら
び
に

第
41
回
農
業
後
継
者
顕
彰
事
業

の
受
賞
者
を
決
定
し
た
。

常
設
審
議
委
員
だ
よ
り

　

都
農
業
会
議
は
、
10
月
5
日
に

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
・
部

会
長
研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
開
き
、
都
内
の
会
長
職
務
代
理
・

部
会
長
・
事
務
局
職
員
な
ど
、
お

よ
そ
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
都
農
業
会
議
の
吉
川
庄

衞
副
会
長
（
＝
町
田
市
）
が
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
研
修
と
し
て
、
全
国
農

業
会
議
所
の
相
談
員
で
、
東
京
都

農
業
会
議
の
元
事
務
局
長
の
原
修

吉
氏
か
ら
「
都
市
農
地
等
の
制
度

と
農
業
委
員
会
活
動
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
都
市
の
農
家
が
相

続
対
策
な
ど
で
留
意
す
る
べ
き
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
、
生
産
緑
地
法
や

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
な
ど
の
農

地
制
度
と
関
連
さ
せ
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
３
つ
の
農
業
委
員
会

か
ら
活
動
事
例
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

足
立
区
農
業
委
員
会
（
荒
堀
安

行
会
長
）
か
ら
は
、
伝
統
野
菜
「
千

住
ネ
ギ
」
を
活
用
し
た
児
童
へ

の
農
業
体
験
授
業
の
取
り
組
み
、

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の
活

用
事
例
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

　

瑞
穂
町
農
業
委
員
会
（
上
野
勝

会
長
）
か
ら
は
、
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
策
や
農
ウ
ォ
ー
ク
の
取
り

組
み
、
不
耕
作
地
解
消
事
業
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

清
瀬
市
農
業
委
員
会
（
松
村
俊

夫
会
長
）
か
ら
は
、
中
学
生
の
農

業
体
験
受
け
入
れ
の
取
り
組
み
や
、

効
果
的
な
農
地
利
用
状
況
調
査
の

実
施
、
都
市
農
地
円
滑
化
法
の
実

績
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

３
つ
の
農
業
委
員
会
で
は
、
そ

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
・
部
会
長
研
究
集
会

足
立
区
・
瑞
穂
町
・
清
瀬
市
か
ら
活
動
事
例
報
告

女

性

農

業

委

員

等

研

修

会

開

催

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
10
月
15
日
に

女
性
農
業
委
員
等
研
修
会
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
ま
し
た
。

 
 

最
初
に
出
席
者
に
よ
る
自
己
紹

介
を
行
い
、
農
業
委
員
会
に
お
け

る
役
割
や
興
味
が
あ
る
分
野
に
つ

い
て
各
委
員
よ
り
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
本
会
か
ら
農
地
制
度
・

農
業
委
員
会
制
度
や
、
担
い
手
支

援
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
農
業
関

連
制
度
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

 
 

つ
づ
い
て
、
日
野
市
農
業
委
員

会
の
石
坂
昌
子
委
員
か
ら
、
事
例

発
表
が
行
わ
れ
、
自
身
が
経
営
し

て
い
る
石
坂
フ
ァ
ー
ム
で
の
年
間

の
活
動
や
取
組
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
会
角
田
専
務
が
座
長

と
な
り
、
女
性
農
業
委
員
を
取
り

巻
く
状
況
に
つ
い
て
整
理
し
た
あ

と
、
委
員
と
し
て
日
頃
興
味
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ど
の
委
員
も
在
籍
し
て
い
る
農

業
委
員
会
の
中
で
女
性
の
占
め
る

割
合
が
低
い
こ
と
を
共
通
す
る
課

題
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。
周
囲
か

ら
は
「
自
由
な
発
想
で
何
で
も

や
っ
て
よ
い
」
と
言
わ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
女
性
委
員
が
ひ
と
り

と
い
う
状
態
で
、
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
え
る
環
境
や
相
手
が
な
く
、

ひ
と
り
で
苦
労
す
る
こ
と
が
多
い

と
の
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
家
の
相
続
に
女
性
の

立
場
か
ら
関
わ
る
こ
と
の
難
し
さ

が
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
同
じ
境
遇
や
関
心
事
に
対
す

る
情
報
交
換
・
交
流
が
で
き
る
環

境
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
も
相
談
で
き
る
関
係
性
を
構
築

で
き
た
ら
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

事例発表者　日野市農業委員
　　　　　石坂昌子さん

活動報告をする足立区荒堀会長（左から２人目）と
清瀬市松村会長（右から２人目）
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12
月
９
日
、
都
農
業
会
議
と
都

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
、
（
公
財
）

東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
、
東

京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会
は

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
開
催
し
ま
し
た
（
一
部
会
場
参

加
者
あ
り
）
。
都
内
の
農
業
者
と

消
費
者
あ
わ
せ
て
約
80
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
武
蔵
大
学
名
誉

教
授
の
後
藤
光
蔵
氏
が
「
東
京
を

耕
す
～
農
業
と
地
域
住
民
の
か
か

わ
り
を
探
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
藤
氏
は
ま
ず
欧
米
の
都
市
と

は
異
な
る
東
京
の
特
徴
と
し
て
、

都
市
の
住
宅
地
の
な
か
に
農
地
が

混
在
し
、
プ
ロ
の
農
業
者
に
よ
る

農
業
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
ま
し
た
。
一
方
、
国
が
都
市
農

業
振
興
基
本
計
画
を
決
定
し
た
後

で
も
都
市
農
地
の
減
少
に
大
き
く

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況

も
示
し
ま
し
た
。

　

東
京
の
都
市
的
地
域
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
市
民
農
園
や
農
業
体
験

農
園
が
人
気
で
、
さ
ら
に
援
農
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す
る
な
ど
地

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
25
日
農

業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
を
開

き
、
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
職
員
、

加
入
推
進
員
（
農
業
委
員
）
な
ど

約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
農
業
者
年
金
基
金
の
久

保
田
一
郎
企
画
調
整
室
長
が
制
度

の
概
要
や
加
入
推
進
活
動
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
瑞
穂
町
で
新
規
就
農

し
た
井
垣
貴
洋
氏
が
経
営
の
概
況

や
制
度
に
加
入
し
た
経
緯
、
メ

リ
ッ
ト
と
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
Ｔ
Ｍ
Ｃ
経
営

支
援
セ
ン
タ
ー
の
沼
尾
徳
彦
氏
が

公
的
年
金
制
度
の
概
要
と
農
業
者

年
金
と
の
比
較
に
つ
い
て
講
演
を

「

食

と

農

セ

ミ

ナ

ー

」

都
内
の
農
業
者
と
消
費
者
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
開
催

新
規
就
農
者
が
農
業
者
年
金
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
報
告

域
住
民
と
関
わ
り
を
持
っ
た
農
業

経
営
や
農
地
維
持
の
形
態
が
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

後
藤
氏
は
こ
う
し
た
状
況
を
示

す
と
と
も
に
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
し
て
発
足
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
生
産
や
流
通
に
ま
で
乗
り
出
し

た
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、
こ
れ
か

ら
は
農
業
者
と
地
域
住
民
が
農

業
・
農
地
を
維
持
す
る
た
め
に
「
協

働
」
の
関
係
に
発
展
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

 
 

最
後
に
東
京
都
農
業
会
議
か
ら

東
京
都
に
お
け
る
普
及
状
況
と
加

入
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

講師の後藤光蔵氏

年金制度の概要や農業者年金との比較について講演する
株式会社ＴＭＣ経営支援センターの沼尾氏

「
着
実
に
事
業
が
進
展
」

　

都
農
業
会
議
が
東
京
都
農
林

水
産
振
興
財
団
か
ら
農
地
中
間

管
理
機
構
の
指
定
を
受
け
継
ぎ

４
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
都
農
業
会
議
は
、

年
３
ha
を
目
標
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

移
管
１
年
目
は
、
５
ha
の
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
都
農
業
会
議

と
な
り
、
そ
れ
ま
で
島
し
ょ
５

町
村
だ
け
の
事
業
実
績
を
、
市

町
村
や
農
業
委
員
会
の
協
力
に

よ
り
多
摩
地
区
の
７
市
町
村
ま

で
広
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

「
１
地
区
で
ま
と
ま
っ
た
集
約
が

実
現
」

　

最
近
で
は
、
八
王
子
高
月
町

小
作
地
区
に
お
い
て
、
ひ
と

り
か
ら
の
貸
付
申
出
に
は
じ
ま

り
、
地
域
に
お
い
て
戸
別
訪
問

や
説
明
会(

写
真)

を
開
く
な

ど
、
周
辺
の
所
有
者
の
方
に
積

極
的
に
事
業
活
用
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
18
筆
お
よ
そ
１
ha

を
４
経
営
体
に
貸
付
け
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
７

人
の
所
有
者
か
ら
一
団
で
約

５
千
㎡
の
農
地
を
１
つ
の
法
人

へ
の
貸
付
け
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
都
農
業
会
議
で
は
昨

年
度
よ
り
農
地
を
中
間
保
有

し
、
保
全
管
理
事
業
も
実
施
し

て
お
り
、
本
制
度
を
活
用
し
貸

付
け
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

農

地

中

間

管

理

事

業

の

実

績

地元説明会（11 月 18 日高月町集会所）
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南
多
摩
農
業
委
員
会
協
議
会

（
吉
川
庄
衞
会
長
＝
町
田
市
）
は
、

10
月
19
日
に
、
八
王
子
研
修
農
場

視
察
研
修
会
を
開
き
、
南
多
摩
地

区
の
農
業
委
員
会
長
・
会
長
職
務

代
理
・
事
務
局
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

最
初
に
吉
川
会
長
の
挨
拶
に
続

い
て
、
八
王
子
研
修
農
場
の
小
寺

孝
治
農
場
長
が
挨
拶
を
し
、
引
き

続
き
研
修
農
場
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

八
王
子
研
修
農
場
は
、
都
内
で
就

農
を
め
ざ
す
希
望
者
の
研
修
機
関

と
し
て
、
東
京
都
が
令
和
２
年
４

月
に
開
設
し
た
も
の
で
、
東
京
で

農
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
技
術

や
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
都

農
業
会
議
も
運
営
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

都
内
の
新
規
就
農
者
が
11
月
27

日
と
28
日
の
両
日
に
日
本
橋
コ
レ

ド
室
町
テ
ラ
ス
で
マ
ル
シ
ェ
を
開

き
、
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
を
Ｐ

Ｒ
し
な
が
ら
販
売
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
親
子
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
て
お
り
、
多
く
の
親

子
が
珍
し
い
野
菜
な
ど
を
手
に
と

り
な
が
ら
新
規
就
農
者
な
ど
に
質

問
を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
都
内
産

の
野
菜
と
新
規
就
農
者
を
知
っ
て

　

視
察
当
日
は
、
参
加
者
と
研
修

生
が
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
研

修
生
は
今
後
の
意
気
込
み
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

も
ら
い
、
新
た
な
販
路
な
ど
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

た
。
技
術
面
で
も
、
障
害
者
が
収

穫
し
や
す
い
ト
マ
ト
方
式
仕
立
て

の
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
本
格
的
に
栽
培
が
始
め
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
農
福
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
高
収
益

を
あ
げ
て
い
る
農
園
等
を
視
察
し

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
県
の
農
政
、

労
働
、
福
祉
部
門
と
民
間
協
議
会

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
事
業
が

農
業
者
と
障
害
者
の
ウ
イ
ン
ウ
イ

ン
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

南

多

摩

地

区

農

業

委

員

会

現

地

視

察

八
王
子
研
修
農
場
を
視
察

新

規

就

農

マ

ル

シ

ェ

開

催

日
本
橋
コ
レ
ド
室
町
テ
ラ
ス
で
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

福
祉
と
の
連
携
で
高
収
益
を
上
げ
る
農
業
経
経
営
を
視
察

農
福
連
携
人
材
育
成
事
業

　

国
分
寺
市
農
業
委
員
会
（
田

中
豊
会
長
）
と
武
蔵
村
山
市
農

業
委
員
会
（
石
川
裕
一
会
長
）
は
、

11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
市
内
３
カ
所

で
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

国
分
寺
市
で
は
、
①
農
地
利

用
状
況
調
査
結
果
、
②
特
定
生

産
緑
地
の
指
定
申
請
状
況
（
市

都
市
計
画
課
）
、
③
農
業
委
員
会

の
活
動
の
ほ
か
、
④
都
農
業
会

議
よ
り
「
都
市
農
地
制
度
」
を

テ
ー
マ
に
報
告
や
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
農
業

委
員
会
の
取
組
や
都
市
農
地
制

度
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
そ

の
な
か
で
活
発
に
意
見
交
換
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

武
蔵
村
山
市
で
は
、
①
「
農

地
貸
借
の
制
度
に
つ
い
て
」
を

都
農
業
会
議
よ
り
、
②
特
定
生

産
緑
地
制
度
と
申
請
状
況
に
つ

い
て
市
都
市
計
画
課
よ
り
報
告
・

説
明
が
さ
れ
、
①
市
の
農
業
施

策
や
農
業
委
員
会
に
対
す
る
意

見
や
要
望
、
②
10
年
後
の
武
蔵

村
山
市
の
農
業
な
ど
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
21
・
22
日
、
農
福
連
携
先

進
県
で
あ
る
長
野
県
を
訪
ね
、
視

察
と
現
地
研
究
会
を
行
い
ま
し
た
。

長
野
市
の
「
信
州
バ
イ
オ
フ
ァ
ー

ム
」
は
有
機
肥
料
製
造
者
か
ら
農

業
参
入
し
、
循
環
型
農
業
を
展
開

し
て
い
る
事
業
者
で
す
。
雇
用
環

境
対
策
の
視
点
か
ら
７
つ
の
就
労

支
援
施
設
か
ら
施
設
外
就
労
を
受

入
れ
、
ハ
ウ
ス
内
は
、
常
時
数
か

所
の
事
業
所
の
障
害
者
が
一
緒

に
農
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
仕
組
み
を
自
社
経
営
に

内
部
化
し
よ
う
と
、
こ
の
10
月
に

自
ら
福
祉
事
業
所
を
立
上
げ
ま
し

国
分
寺
市
・
武
蔵
村
山
市
座
談
会
開
催

12
月
～
１
月
の
日
程

12
・
15 

㈬ 

北
北
職
員
検
討
会

12
・
17 

㈮ 

常
設
審
議
委
員
会

12
・
22 

㈬ 

農
地
流
動
化
・
利
用
集
積
現
地
研

１
・
11 

㈫ 

区
内
農
委
検
討
会

１
・
14 

㈮ 

島
し
ょ
農
委
検
討
会

１
・
17 

㈪ 

常
設
審
議
委
員
会

１
・
18 

㈫ 

西
農
委
検
討
会

１
・
21 

㈮ 

南
農
委
検
討
会

１
・
24 

㈪ 

北
北
農
委
検
討
会

１
・
26 

㈬ 

北
南
農
委
検
討
会

１
・
28 

㈮ 

北
西
農
委
検
討
会

武蔵村山市では農地貸借の制度のほか農業施策や
10 年後の農業の姿について活発に意見交換がされた

国分寺市では生産緑地のマッチングや農業施設に
関する農委会の取組みが報告された（中央：田中会長）

農産物の料理方法などを解説しながら販売する
青梅市の新規就農者の清水麻衣子さん（右）


